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要 旨　 ものごとを学ぶ方法 は、人それぞれに微妙 に異 なってい る。その人の性格、能力は もとよ り、
それ までの学習体験 や教わ った先生の影響 などによ り、 自分 な りのや り方 を確立 して いる。その
人独 自のや り方 をPersonal　Learning　Theory(=PLT)と呼ぶ ことにする と、数学 なら数学の
PLT、 世界史 な ら世界 史のPLTが あるはずであ る。同様 に して、英語 のPLTも あ ると考 え
られ る。そ こで、英語PLTを 分析の対象 に して、英語学 習に最適 な方法 をさ ぐる試み を行 うこ
とにした。本論文 では、「英語 の達人」と称 される人たちが著 した 「英語 習得法」に関す る文献の中
か ら7冊 を選 び、著者の略歴 と学習体験 を紹介 し、提 案 されている 「英語習得法」を整理する。 そ
れに続いて、具体 的な学習方法 を抽出 して、「全般(ま たは総合)」「語彙」「聞 く」「話す」「読 む」「書 く」
の6つ の分野 に分類 し、英語PLTの 一覧表を提示 する。
　 英語PLTを 分析 してみる と、7人 の 「英語 の達人」に共通 してみ られる学習法 もあるが、 その
人に独特 な方法 もあった。 そこに、それぞ れの英語学 習体験 や英語観 ・教育観の違い を読み取 る
こ とが で きる。提案 され ている学習法 の中か ら読者 が 自分 に合 った もの を選 び出 し、効果的 な英
語学習 に取 り組 むための ヒン トとして くだ されば幸 いであ る。
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1　英語PLTと は?
　 われわれが学校 や家庭 において もの ごとを学ぶ際 には、 た とえ年齢が低 くて も、 自分 な りの手
順 と方法 で学 習 してい る。一方、教 師が生徒 や学生 に もの ご とを教 える場 合 はもちろんの こと、
生徒 ・学生 自身が友だちに何 か教 えてあげ るとい うような場面 を とっても、そ の人 な りの教 え方
があ るはずであ る。個性的 な学 び方 をPersonal Learning　Theory、教 え方 をPersonal　Teaching
Theoryと名づ けるこ とにす る。一人 の個 人の中に は、学ぶ際 のTheoryと教 える際のTheoryと
が あ り、この2つ のTheoriesは、その人の個性 的な仕 方で深 く相 互を規定 している と考え られる。
す る と、 それ らをひ とま とめに して、Persona1　Learning　and　Teaching　Theory(=PLATT:
プラット)と呼べるようなものがあるはずである。梶田正巳は、このように考えて「プラット」と





知発達に関する一般的なモデルを描 くことが多かった。PLATTの 考え方は、あ くまでも個人
レベルでの諸要因を分析 して、できるだけ個性的なものに迫ろうとするので、従来の研究方向と
は異なったものとなっている。現場の教師にとっても、個々の生徒の学習スタイルを知 りうるこ





いて著述 している文献を1冊 ずつ取 り上げ、その中で提案されている英語PLTを 抽出し、英語
学習者に役立つ資料 を得 ることにしたのである。本論文で取 り上げた英語の達人と著書は、以下
の通 りである。
　最所フミ『英語の習得法』(研究社出版、1981年)、松本亨『英語の新 しい学び方』(講談社、1965年)、




















　　言語習得 は、言葉の内容をまず経験 してからその名称を覚え込むのが常道である。ヘレン ・
　ケラーがwaterという言葉を覚える場面がその典型。
イ)文献を読む







　　例えば、朝の何時ごろ自分の精力がピークに達 し、それが どの くらい持続できるかというこ












　　自由英作文の目的は、自分の言いたいことを直接、正確に、英語 しか分か らない人に通 じる
　ような文章に綴ることである。そのためのポイントは、①普通のことであっても、効果的な説
得力のある言葉で、人の興味を引くように書 く、②英語の本を読み、その中で浮かんだ想念を、




















　「英語をものにしたいと思 うなら、志を同 じくする者と一緒に生活し、その人との 日常会話は





　　 はじめての単語は目で見、口で言い、手で書 く。 しかも最小限20回、できれば50回それを繰
　 り返す。語源で覚えることを心がけ、辞書を引 く時は欲張る。新語は文章にすると記憶が長続
　 きする。Thesaurusと言 う類語辞典が、ずばりと言い表す言葉が思いつかなくて迷 う時に役
　立つ。
イ)単語から文章へ
　　速 くたくさん読む秘訣は、目 を訓練 してなるべ くたくさんの語を一度に見ていくこと。決ま
　 り文句やイディオムは、理屈ぬきで覚える。「文字さがし」や 「語 さがし」、Unscramble(無造
　 作に並べ られた文字を置 きかえて、ちゃんとした単語にする)などの英語遊びを取 り入れる。
ウ)英文の読み方
　　 1行は、 目を3回 ほど静止 して読む。これが読み方 と理解の最大の秘訣である。1行 の中に
　 はだいたい3語 ぐらい重要な言葉があるか ら、それを飛び石的にとらえていけば、全体の意味
　 がわかる。ふつ う、それは名詞 と他動詞である。速読速解はこの要領で 「鍵」を拾って読むこ
　 とである。「鍵」になる言葉は、1語 のことも、2語 、3語 のこともある。
エ)英 語を書 く秘訣
　　 基本的な トレーニングとして 「入れ替え作業」を行 う。「入れ替え作業」というのは、文章の`
　 中の1語 か2語 を、ほかの語 と入れ替えることである。英文を書 く基礎 となるものは、「読書」
　 と「入れ替え作業」と「自分 自身の経験」である。 日本文で原稿を書いたり、綴 り、冠詞、単複
　 など細かいことで悩んだりしないこと。上達の秘訣は、毎日何か書 くこと、ふだんか ら「たね」



















く紹介 している。それによると、英語を習い始めた中学1年 生のころ、先生が 「英語を習 う一香
よい方法は、中学1年 のリーダー、さらに2年 ・3年のリーダーを、声を出して繰 り返 し読むこ
とである」と言われ、1課について500回～1,000回も読んだという。戦争が終わった中学3年 の時、
アメリ力軍が進駐してきた。そこで、進駐軍の兵士に話 しかけたところ、自分の言うことが相手






中学のテキス トを暗記することが基礎 を作 る。ただひたす ら朗読するのではなく、リーダー






力セット、レコー ド、テープを聞 く際に、個々の単語の発音やアクセン トに注意するより


















英会話の勉強の第一歩は、まず 自然の速さで話 されている英語に耳を傾けることから始 まる。
英語を正 しく通 じさせるためには、個々の発音よりも正 しいイントネーシヨンが大切である。
イ)分かる英語のために
辞書をかたっぱしか ら暗記 して も効果は上が らない。単語 を覚えるということは、ただその
訳語を機械的に覚えることではな く、その使い方を覚えることなので、必ず文の中で覚える。







それが完全に身につ くまで反復練習 し、実際に使ってみる。まずは口を開 くこと。話 さないか








ション入門』『英語 コミュニケーションの理論 と実際』『感動する英語！ 『間違いだらけの英語学習
一常識38のウソとマコト』などがある。



























エ)話 す ・書 く一表現カー
話すということの本質は、音声によるコミュニケーションである。話すことと書 くことは一
体である。自由に英語を話 し、書けるための唯一の道は、常に本物の英文を覚えることである。
その覚える(入力する)方法は、聞き取 り(多聴)か らの無意識的英語入力、聞き取 りか らの意
識的英語入力、読書(多読)か らの無意識的英語入力、読書か らの意識的英語入力、英語での
情報入力 と英語入力に大別できる。
















るべ き所ではポーズを置き、続けて読むべ き所ではサ ッと読み、英語のリズムを身につける。
そのことによって、英文の意味、構造 もそのリズムに合わせて理解できるようになる。それが
できたら、ひたす ら教科書を書 き写 し、10回程度繰 り返 して、手に英語 を覚えさせる。次に直
読直解に移る。英語の語順通 りに頭から読んでゆき、 日本語を介 さずにイメージを頭に描 く。
イ)聞 くこと
付属テキス トのあるラジオ講座、テレビ講座が良い。これを録音 して何度 も聞く。不明部分
をテキス トで確かめ、場面を想像 したり、思い出しなが ら、また何度 も聞く。次に、テレビの
二か国語放送(ニュース ・洋画 ・スポーツ中継)、ラジオ(FEN)、洋楽等を聞く。
ウ)話すこと
発音記号はマスターすべきである。教科書準拠の レコー ドや、ラジオ・テレビ等を活用 して、
音の確認をする。実際の音を聞きながら、自分にとって最も発音 しやすい方法を工夫すると良
い。英語を話せ るようになるには、「英語圏の人と話す」という現実的状況における訓練が必
要である。 コミュニケーションに支障がない限 り、 日本式英語で構わない。会話の後は、そ







日本人ばなれ した英語を話 し、日本人か と疑われることもあると言う。著書に、『日本人ばなれ
の英会話』のほか、『男の切 り札』『英語はセンスだ』『英文ライティング上達法』などがある。国際
派著述家で、英語で書いた"How　t　oRun a Successful Business""The Modern Samurai Society"
などもある。
毎朝、早起 きの妻にFENの 放送 を枕 もとでつけてもらい、5～6分 聴 きながら目を覚 ました




力タ力ナ英語は日本語のような発音なので、正 しい発音が頭に入 りにくくなってしまう。 目
や耳から入ってきた力タカナ英語に対 しての批判精神 を旺盛にして、大脳が拒絶反応を起 こす
ように習慣づけることが有効である。そのため、テレビ、ラジオ、映画を活用する。一度聞い
たニュースは、 もう一度テレビの音声多重放送の英語放送で聞き直す。洋画は、1回 目は字幕















エ)単 語を増や してい く方法










7人の英語の達人が提案 している学習法(=英語PLT)を 抽出し、6つ の分野に分類 して示
すことにする。すでに紹介 した内容と重複する場合もあれば、さらに具体的な英語PLTと なっ
ている場合 もある。「話す分野」に関 しては、3つ の下位分類を設けることとした。












7自 分 自身の頭 と心と体 を総動員して学習する。(近)
8自 分を英語漬けにする:一 人で部屋に閉じこもり、英語の放送を聞き、英字新聞を読み、洋
画の ドラマをテレビで鑑賞 し、英語の歌を歌って一 日を過 ごす。(政)
[2]語彙の分野
1は じめての単語は目で見、口で言い、手で書 く。最小限20回できれば50回それを繰 り返 し、
見慣れること。(松)













8テ キス トのあるラジオ講座 ・テレビ講座を録音 ・録画 しておき、不明部分をテキス トで確か




12洋 画を1回 目は字幕を見ながら、2～3回 目は見ないで、ぶっ通 しで3回 見る。(政)
[4]話す分野
(a)発音 ・音読面
1発 音 を正確 にするためには音読が必要。まず黙読してから音読すると良い。(最)
2化 学変化の法則を身につけ、只管朗読を行う際にそれを実行する。(國)
3文 章のリズムが英語の流れに乗 り、文強勢の位置が正 しければ通 じる。(國)



















17一 にも二にも覚える努力あるのみで、覚えたら、それが完全に身につ くまで反復練習 し、実
際に使ってみること。(東)
18聞 き取 り(多聴)か ら無意識的英語入力を行 う:浴びるほど聞いてい くうちに、 自然に言葉
が吸収 されていく。(近)
19聞 き取 りからの意識的英語入力を行 う:部分的に盗み取って口頭で練習し、そして応用練習
する方法 と、全体を聞き取って、反復 して練習 しヽ発表練習する方法がある。(近)
20読 書(多読)からの無意識的英語入力を行 う。(近)
21読 書からの意識的英語入力を行う:解釈分析をし、記号付け(書き込み)を行ってか ら、覚
えるための朗読をする(VS式只管朗読)。頭 と心ばか りでなく体 も使い、演 じる様に声を出
して読むのが コツ。そして口頭で再生 してみる(モノローグ的再生)。半分はレシテーション、









26大 切な言葉を聞き取る。それは、はじめと終 りに くることが多い。相手の言うことは、ある
程度予測できる。決まり文句を知っていれば、聞 くのも話すのも楽である。(松)
27話 しながら文章を作ること。その基礎になるのは、多読することである。(松)











4読 む速度をなるべ く遅 くしてじっ くり読むことが大切である。(最)
51つ の作品を、生命力をもった トー タルな存在 として とらえ、著者の知性の特性に関心を持っ
て英文を読むことが大切である。(最)
6「 第三の読み」一批判的味読一を行う。(近)
7目 を訓練 してなるべ くたくさんの語 を一度に見ていくこと。(松)
8(速 く読むために)決まり文句 とイディオムを理屈ぬきにたくさん覚える。(松)
9自 分のさが している語をいち早 く見つける訓練 をする。(松)
10英 語の1行 は、 目を3回 ほど静止 して読む。重要な言葉(名詞や他動詞)を飛び石的にとら
えてヽ全体の意味を理解できるようにする。(松)
11速 読速解は、行の中の「鍵」になる言葉を拾って読むことである。(松)
12只 管朗読 し、中学のテキス トを暗記することが基礎を作る。(國)
13表 現読み解釈学習:「解釈のポイン ト」に沿って解釈分析 していく。(近)










3専 用のノー トを作 り、文章を綴る習慣を養う。(最)
4英 語の本を読み、その中で浮かんだ想念を、引き金となった英文の箇所 と一緒に書きとって
お く。(最)
5効 果的な説得力 のある言葉で、人の興味 を引 くように書 く。(最)
6日 常生活 を送る中で心 をゆ さぶる ものについて書いてみる。そのあ と、英米の新聞雑誌では
そのこ とについて どの ように表現 しているか研 究 してみる。(最)
7入 れ替 え作業 を行 って、正確 な文章 を書 く基礎 を作 る。100ページほ どの大学 ノ ー トを1年
間に12冊使 い果 たすつ もりで、1日 に100題の原文 を使 って毎 日行 う。(松)
8文 を書 く基礎 となる ものは、読書 と入 れ替 え作業 と「あ なた 自身の経験」である。(松)
9英 文 を書 く要領:創 作 文 は過去 形 を用 い、散 文は現在形 を用 い る。 なるべ くbe動詞 を使 わ
ず にす ませる。毎 日何 か書 く。ふだんか ら 「たね」をさが してお く。 ほかに用 の ない時 は、英
語で考 えてい る。ペ ンよ り速 く、次 のこ とを考 える。(松)
10英 文 を書 く時 に してはいけ ない こと:日 本文 で原稿 を書 くこと。は じめか ら細か いこ と(綴
りとか、冠詞 とか、単複)を気 にする こと。(松)
11最 終 目的は情報の伝 達か、説得か、楽 しませ ることか を定め る。その 目的 に最適の材料 を集
め、話 の配列 と構 成 を考 える。 目的 に合 った文体 を考 え、語 るつ も りで書 く。(近)
[注]
1)梶田正巳『授業を支える学習指導論 一Personal Learning a dTeaching Theory』(金子書房、1986年)
2)宮田学「プラット研究と英語教育への適用一英語PLTの 測定と分析一」(名古屋短期大学研究紀要第
26号、1988年)
